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流
川
及
び
「
名
残
橋
」
探
索

　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
藤
　
秀
　
子

　
今
年
の
夏
の
市
内
探
訪
で
竹
瓦
界
隈
と
流
川
通
り
の
周
辺
を
探
索
し

た
。
そ
も
そ
も
流
川
は
現
在
の
流
川
通
り
を
流
れ
て
い
た
と
恵
っ
て
い

る
市
民
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
少
し
違
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
是
永
勉
著

『
別
府
今
昔
』
か
ら
「
流
川
は
今
も
」
の
一
部
を
お
借
り
し
て
、
流
川

を
再
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
滝
川
は
今
も
」

　
青
い
藻
草
が
川
底
の
流
れ
に
ゆ
ら
ぎ
、
川
面
か
ら
は
湯
気
が
暖

か
く
立
ち
の
ぼ
っ
て
い
た
と
い
う
流
川
は
、
現
在
の
日
名
子
ホ
テ

ル
（
日
名
子
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
、
デ
オ
デ
オ
）
の
下
角
ま
で
は
田
の

湯
↓
不
老
泉
↓
村
橋
病
院
↓
極
楽
庵
（
現
三
昧
堂
の
駐
車
場
）
の

コ
ー
ス
で
下
っ
て
く
る
支
流
と
、
日
豊
線
流
川
ガ
ー
ド
下
あ
た
り

か
ら
亀
の
井
ホ
テ
ル
前
で
、
南
に
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
中
村
病
院
の

裏
を
か
す
め
、
北
に
曲
が
っ
て
日
名
子
ホ
テ
ル
（
同
前
）
の
地
下

を
横
切
っ
た
支
流
の
二
つ
に
分
か
れ
、
ホ
テ
ル
の
下
角
で
二
つ
の

支
流
が
合
流
、
花
見
屋
（
現
井
上
宝
石
）
↓
山
正
か
ご
店
↓
菊
家

（
現
マ
ル
シ
ョ
ク
）
側
の
軒
下
を
流
れ
下
っ
た
。
（
現
在
こ
こ
ま
で

は
暗
渠
と
し
て
流
川
通
り
の
下
を
流
れ
て
い
ま
す
。
）

　
菊
家
の
前
か
ら
吉
村
薬
局
の
前
に
来
る
と
、
南
に
カ
ー
ブ
、
伊

予
銀
行
（
現
菊
家
）
の
真
下
を
「
か
ね
ま
す
や
」
（
現
小
楽
天
、

い
ろ
は
ず
し
）
と
片
桐
眼
鏡
店
（
現
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
の
間
に

抜
け
、
楠
銀
天
街
を
横
断
、
若
木
屋
上
産
品
店
（
現
コ
コ
ス
ト
ア
）

の
南
側
を
寿
温
泉
の
前
に
出
て
、
柳
湯
（
現
駐
車
場
）
の
裏
か
ら

和
田
彦
本
家
（
現
和
田
彦
ビ
ル
）
白
水
館
↓
紙
屋
旅
館
（
現
ト
ル

コ
）
の
裏
を
流
れ
（
こ
の
流
れ
は
現
在
も
見
ら
れ
る
）
、
フ
ア
ョ

ロ
マ
ツ
〃
（
現
寿
苑
ガ
レ
ー
ジ
）
の
横
を
く
ぐ
っ
て
電
車
通
り

二
〇
号
線
）
の
下
、
関
西
汽
船
別
府
支
店
（
現
楠
港
埋
立
地
）

の
地
下
を
海
に
出
て
い
る
。
出
口
は
桟
橋
の
南
側
、
最
近
駐
車
場

と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
あ
た
り
が
昔
の
川
口
で
あ
る
。

　
し
か
し
流
川
と
呼
ば
れ
る
水
脈
は
、
下
流
に
来
る
と
、
現
在
の

楠
銀
天
街
か
ら
東
洋
軒
（
現
ト
ル
コ
・
ポ
エ
ム
）
の
角
に
出
る
道

の
と
こ
ろ
（
現
寿
温
泉
の
前
あ
た
り
）
で
、
楠
町
の
岩
尾
米
造
宅

前
（
現
駐
車
場
）
↓
ス
バ
ル
座
前
（
現
長
寿
荘
あ
た
り
）
を
流
れ

て
い
た
も
う
一
つ
の
支
流
を
加
え
て
、
東
洋
軒
（
同
前
）
の
前
の

あ
た
り
で
は
川
幅
が
急
に
広
く
な
っ
て
い
た
。
船
は
こ
こ
ま
で
上
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が
っ
て
い
た
。
水
深
も
こ
の
辺
ま
で
は
深
か
っ
た
。

　
さ
て
滝
川
と
云
う
川
に
架
か
っ
て
い
た
橋
の
Ｉ
つ
が
「
名
残
橋
」

で
す
。
場
所
は
今
の
菊
家
さ
ん
の
あ
た
り
で
し
ょ
う
。
名
前
の
由

来
も
流
川
周
辺
・
浮
世
小
路
あ
た
り
の
遊
廓
か
ら
の
帰
り
に
名
残

り
を
借
し
ん
で
渡
っ
た
橋
と
云
う
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
か
。

そ
し
て
そ
の
橋
に
「
名
残
橋
」
と
云
う
石
柱
の
標
柱
が
立
て
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
す
（
写
真
参
照
）
。
今
は
菊
家
さ
ん
の
計
ら
い
で
、

お
店
の
前
に
「
名
残
橋
」
と
記
し
た
レ
プ
リ
カ
万
標
柱
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
漢
字
の
「
名
残
橋
」
に
つ
い
て
、
ま
た
「
別

府
今
昔
」
か
ら
次
の
一
文
を
お
借
り
し
ま
し
ょ
う
。
二
部
絡
）

軒
下
を
川
が
流
れ
て
い
る
家
は
、
石
橋
や
厚
板
を
滝
川
通
り
の
道

と
の
聞
に
か
け
て
い
た
が
、
橋
ら
し
い
橋
は
港
町
と
楠
浜
と
の
境

に
な
っ
て
い
る
湊
屋
旅
館
の
北
裏
の
。
ｙ
ア
ョ
ロ
マ
ツ
〃
の
所
に

本
の
橋
が
あ
っ
て
、
永
楽
家
の
前
に
出
て
い
た
の
と
、
和
田
彦
本

家
の
西
側
に
柳
町
と
ご
た
ん
ご
町
〃
に
抜
け
る
橋
、
そ
の
す
ぐ
上

流
の
寿
温
泉
と
川
村
竹
上
産
品
店
（
現
駐
車
場
）
の
所
に
楠
町
に

渡
る
橋
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
流
、
流
川
通
り
に
出
る
所
が
有
名
な

名
残
橋
。
伊
予
銀
行
支
店
（
現
菊
家
）
と
吉
村
薬
局
の
間
の
前
の

道
路
が
名
残
橋
の
橋
に
な
る
わ
け
で
、
大
き
な
し
だ
れ
柳
が
橋
の

た
も
と
に
美
し
か
っ
た
。
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も
と
も
と
の
標
柱
は
石
柱
で
、
『
別
府
今
昔
』
に
よ
れ
ば
、
「
高
さ
七
　
　
て
み
た
い
も
の
で
す
。
ご
存
じ
の
方
は
ご
一
報
下
さ
い
。

○
惣
・
三
〇
惣
角
の
御
影
石
」
で
、
表
に
行
書
で
「
名
残
橋
」
、
側
面

に
「
石
工
野
田
村
宮
永
長
太
郎
、
別
府
村
安
部
国
吉
」
と
彫
っ
て
あ
っ

た
。
発
見
さ
れ
た
場
所
は
菊
家
さ
ん
の
向
か
い
に
あ
っ
た
エ
ご
ア
美
容

室
（
現
エ
ッ
チ
美
容
室
の
前
身
）
の
床
下
で
あ
っ
た
。

　
現
エ
ッ
チ
美
容
室
社
長
の
杜
氏
に
よ
れ
ば
、
「
昭
和
四
〇
年
、
床
下

の
改
修
工
事
を
お
こ
な
っ
た
際
、
上
の
中
を
Ｉ
、
二
尺
掘
り
下
げ
た
所

か
ら
石
柱
ら
し
い
も
の
が
見
つ
か
り
、
は
じ
め
は
墓
石
が
出
た
の
で
は

と
驚
い
た
が
、
よ
く
調
べ
る
と
『
名
残
橋
』
の
彫
刻
の
あ
る
石
柱
で
あ
っ

た
」
と
い
う
。

　
杜
氏
に
よ
れ
ば
、
石
柱
を
何
と
か
保
存
し
た
い
と
思
い
、
近
く
の
瀬

戸
電
機
商
会
さ
ん
に
保
存
方
を
お
願
い
し
た
と
い
う
。
現
在
は
縁
あ
っ

て
塩
月
覚
さ
ん
が
保
存
し
て
い
る
。
元
の
発
見
地
に
は
別
の
美
容
室
が

あ
る
。

　
な
お
『
別
府
今
昔
』
に
は
、
こ
こ
か
ら
五
、
六
間
上
の
元
浜
田
楽
器

店
地
下
（
現
国
内
信
販
楽
天
）
か
ら
も
「
な
ご
り
ば
し
」
と
ひ
ら
が
な

で
彫
っ
た
同
じ
大
き
さ
の
同
質
の
石
柱
が
掘
り
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に

は
「
明
治
二
十
一
年
四
月
」
と
建
立
年
月
が
記
さ
れ
、
石
橋
に
掛
け
替

え
ら
れ
た
時
に
作
ら
れ
た
の
で
は
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
所
在
に
つ

い
て
は
今
の
所
分
か
っ
て
い
な
い
。
会
員
の
協
力
を
得
て
行
方
を
探
し
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